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同
　
好
　
會
　
報

　
天
王
寺
博
物
窟
の
二
丈
展
覧
會
が
目
的
ぜ

し
ぬ
學
術
の
普
及
ε
い
ふ
問
題
に
、
我
が
同

好
曾
も
．
黙
黙
の
設
立
當
初
か
ら
目
的
ぜ
し
て

ゐ
六
の
で
、
此
の
機
會
に
會
の
活
動
が
特
に

盛
ん
で
あ
っ
六
こ
ぜ
ば
勿
論
で
あ
る
。
殊
に

山
本
助
敏
授
　
に
三
月
十
九
日
よ
り
三
日
聞

　
大
阪
支
部
な
援
助
し
て
講
習
會
に
『
新
時

　
代
の
天
丈
學
」
を
講
ぜ
ら
れ
、
展
覧
備
な

　
観
覧
す
る
人
々
の
醒
め
の
準
備
教
育
を
ぜ

　
ら
れ
れ
。
そ
れ
恥
ら
展
覧
會
の
開
期
中
の

　
毎
H
曜
定
期
講
演
ば
必
ず
し
も
同
好
會
の

　
事
業
で
な
い
ご
し
て
も
、
射
れ
が
會
の
宣

　
傳
に
役
立
つ
れ
目
こ
ミ
に
言
ふ
ま
で
も
な

　
い
。
叉

古
賀
和
吉
氏
（
大
阪
支
部
幹
事
）
　
が
展
覧
會

　
開
期
中
、
　
一
般
槻
覧
者
の
六
め
に
通
俗
講

　
演
奄
ゼ
ら
れ
た
こ
ピ
、

宮
森
作
造
氏
（
大
阪
支
部
幹
事
）
　
が
陳
列
上

　
の
種
々
．
援
助
奄
ぜ
ら
れ
乗
勢
．

水
野
千
里
氏
（
岡
山
支
部
幹
事
）
が
は
る
ぐ

　
諸
種
の
陳
列
品
、
蘇
に
岡
山
天
文
肇
の
計

　
四
三
係
圖
類
な
邊
ら
れ
六
こ
ご
、
野

壷
濟
理
學
士
　
が
東
京
に
み
て
、
い
ろ
く

　
好
い
材
料
な
提
供
ぜ
ら
れ
穴
こ
ε

等
に
特
筆
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

　
會
ば
豫
告
の
如
く
、
四
月
二
十
四
日
午
後

二
時
、
博
物
舘
階
上
に
於
い
て

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

　
記
念
臨
時
総
會
旭
結
い
六
〇
其
の
順
序
ば

先
づ
山
本
助
教
授
の
講
演
「
太
陽
系
の
現
勢
．
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

（
別
頁
所
載
）
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
別
室
で
茶

も
　
も
　
セ

話
會
に
移
つ
ぬ
G
此
の
席
に
出
六
の
ば
大
阪

の
會
員
が
大
部
分
で
あ
っ
れ
が
、
倫
其
他
に

も
紳
戸
、
明
石
岡
山
方
面
か
ら
も
熱
心
な
人

々
が
來
會
ぜ
ら
れ
、
京
都
か
ら
も
大
勢
が
峯

喧
し
れ
か
ら
．
総
計
五
＋
名
に
早
し
六
、
席

上
、
先
づ
古
賀
幹
事
の
挨
拶
古
川
幹
事
の
報

告
、
山
本
幹
事
の
演
説
あ
り
、
特
に
山
本
氏

1
1
日
本
現
今
の
天
文
學
界
た
論
じ
て
、
將
來

大
に
饗
達
す
べ
き
使
命
か
論
説
し
．
若
雪
熱

心
家
の
附
記
」
ぜ
ん
こ
ピ
な
訴
へ
六
〇
そ
れ
か

ら
、
質
問
あ
り
、
雲
叢
あ
り
、
盈
虚
あ
り
，

・
近
來
最
も
愉
快
な
る
混
合
で
あ
っ
六
。

　
會
ば
今
や
入
箇
の
支
部
潜
有
し
，
會
員
は

全
國
に
わ
れ
つ
て
、
総
計
べ
百
を
越
え
六
〇

近
く
一
千
名
の
關
な
越
え
ろ
だ
ろ
う
書
期
待

さ
れ
て
る
る
。

に
今
よ
リ
＋
数
年
前
。
ド
イ
ツ
國
ド
レ
ス
デ
ン
市
の
ハ
イ
デ
會

肚
か
ら
買
つ
六
も
の
で
、
焦
鮎
距
難
は
一
メ
ー
ト
ル
七
、
据
付
巨

フ
ラ
ゥ
ン
ボ
．
ー
フ
エ
：
ル
型
の
所
謂
蜀
旧
式
で
あ
る
・
之
れ
に
赤

経
赤
緯
の
二
軸
に
沿
ふ
て
細
か
い
度
盛
環
が
あ
り
、
〆
金
ざ
微

動
装
置
ミ
が
備
ば
っ
て
居
る
。
倍
寧
は
接
眼
鏡
の
入
れ
代
へ
に

よ
つ
て
、
五
十
倍
か
ら
二
百
五
十
倍
ま
で
攣
へ
ら
れ
乃
。
！

鳥
島
へ
戸
π
っ
て
、
上
M
四
理
一
二
一
士
が
ロ
臼
合
一
を
遡
馴
測
し
れ
の
が
出
の

器
械
で
あ
り
込
叉
故
佐
々
木
氏
が
日
本
最
初
の
彗
星
獲
見
な
し

ぬ
の
も
亦
－
實
に
此
の
器
械
で
あ
る
。

　
自
分
に
日
頃
、
學
生
教
授
用
の
た
め
大
小
の
望
蓮
鏡
の
太
製

模
型
秘
作
つ
れ
¢
之
れ
も
亦
数
個
陳
列
し
て
あ
る
。
先
づ
世
界

的
大
望
遠
鋭
ご
し
て
は
、
書
味
エ
ル
ケ
ス
理
念
毫
の
大
．
四
十
吋

そ
れ
か
ら
同
輩
ウ
イ
ゥ
ソ
ン
山
の
六
十
吋
ε
百
吋
の
雨
反
射
望

蓮
鏡
、
及
び
カ
・
ノ
ダ
の
グ
イ
ク
ト
リ
ア
に
新
し
く
建
設
さ
れ
れ

七
十
二
吋
の
罵
眞
鏡
な
ご
に
、
構
造
ば
木
製
で
あ
る
け
れ
．
ε
、

圭
要
部
は
皆
漏
ら
さ
す
に
模
し
て
あ
り
、
叉
、
實
際
の
器
械
ε

同
じ
や
う
に
靴
穿
す
る
こ
ご
も
出
番
る
の
で
、
教
育
用
に
に
充

分
役
に
立
つ
。
爾
其
の
外
に
、
標
準
的
天
文
器
械
ミ
し
て
、
子

午
環
や
子
子
儀
や
天
頂
儀
も
毘
品
し
れ
。
司
れ
等
も
皆
、
圖
で

其
の
形
姫
知
る
よ
り
も
、
模
型
の
方
が
遙
か
に
好
い
と
信
じ
又

み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ

　
瘍
の
北
隣
に
あ
る
廊
下
仁
澹
ふ
れ
の
ぞ
雪
眼
野
中
に
に
、
世

界
的
大
二
丈
．
一
十
数
ケ
所
の
窺
総
々
見
ぜ
、
同
時
に
我
が
日
本

に
あ
る
ロ
バ
三
ケ
所
の
二
丈
皇
の
鐵
岬
眞
祉
も
列
べ
て
、
潮
齢
覧
者
の

塗
考
に
供
し
れ
。
米
國
の
エ
ル
ケ
ス
や
ウ
イ
〃
ゾ
ソ
山
あ
，
六
り

の
壮
大
な
設
備
ご
、
そ
れ
等
の
十
分
の
一
に
足
り
な
い
貧
弱
な

我
が
國
の
天
丈
塁
ご
々
比
較
し
て
見
る
ピ
、
い
か
に
も
我
が
國

の
學
術
が
振
ば
な
い
有
配
が
明
瞭
で
あ
る
〇
四
吋
赤
道
儀
の
向

ひ
に
も
、
世
界
的
大
望
一
肩
の
大
き
さ
“
」
、
其
の
分
布
ε
な
圖

ぜ
表
♂
に
し
て
表
ば
し
て
見
れ
。
こ
乱
に
も
亦
我
が
國
の
器
械

力
の
あ
拭
れ
さ
が
見
え
て
居
る
。
（
終
）


